










４. 宗家松浦氏が平戸松浦氏の
　　軍門に降った敗因はなにか？

17年7月26日水曜日



（1）宗家松浦氏（宗金 親）には、後継者たる男子がいなかった。
　　◇ 後楯の意味合いを含めた養子を迎えねばならない宿命
　　　※平戸松浦氏(隆信)には男子４人、女子３人 → 勢力扶植に貢献
（2）後楯に依存する一方で、独自の戦略を持ちえず、その浮沈をともにした。
　　◇ 少弐氏滅亡・有馬氏も勢力が減退し、影響力がなくなる。
　　　※平戸松浦氏は一応大内氏滅亡後も、独自の戦略をもって戦国大名として成長

（4）独自の自尊心が、巧妙な戦略を駆使することを妨げたのではないか。
　　◇ 「宗家松浦氏が、平戸松浦に負けるはずがない」
　　　  妙な自尊心 → 生々しい戦国期の危機感の喪失
　　　  第一次の大勝感 → そのままひきずってきた。

（3）大航海時代の荒波に処することが皆無に等しく、国の動静、
　　　　       世界の動静から取り残された。
　　◇ 大航海時代の荒波に処する、華々しい平戸港
　　『大曲記』「唐・南蛮の珍物は年々満々と参候間、京・堺の商人、諸国
　　　皆あつまり・・・・西のみやことそ人は申しける」
　　　※唐・南蛮の珍物に当然ながら、武器・硝石・火薬等の流入もあり、
　　　　　　　戦略・戦術において格段の差をつけられ、敗北たらしめたであろう。

（5）平戸松浦氏(隆信）の巧妙な戦略・戦術は宗家松浦氏を翻弄し、
　　  有馬氏を後楯とする機能を有名無実化したのではあるまいか？
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終りにあたって

多くの問い

　　◇  郷土史（誌）をみんなの手で、みんなのものに
文体→→

私見→→

ではなかろうか、ではあるまいか
断定をさける方向←

　　◇  歴史の事実・真実に迫る為に
飯盛城の戦いを通して

　　◇  平戸松浦氏からみる宗家松浦氏
・『平戸旧記』に迫る（メスを入れる）→→→→→ 誤り・脚色の部分指摘
・従来の史観に対する疑問 →→→→→→→→→→ 例：相神浦二年の役
・両者（平戸松浦氏・宗家松浦氏）に迫り、苦笑する場面の指摘

　　◇  より広い視野から
・他の郷土誌史
・当時の宣教師の記述
・当時の記録・日記
    東アジア・世界の動静から

問いの提供←
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御清聴有難う御座いました
厚くお礼申し上げます。
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